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Quick×ワンプライス成約車輌 7月度ランキング

1位
ハリアー

平均 H30年 2,367,000円

2位
エクストレイル

平均 H27年 1,273,000円

3位
ランドクルーザープラド

平均 H31年 4,148,000円

4位
フォレスター

平均 H28年 1,512,000円

5位
ヴェゼル

平均 H29年 1,641,000円

バン・トラック

1位
ハイエースバン

平均 H28年 2,022,000円

2位 レジアスエースバン

平均 H25年 1,302,000円

3位
エルフトラック

平均 H26年 1,936,000円

4位
ＮＶ３５０キャラバンバン

平均 H28年 1,369,000円

5位
デュトロ

平均 H25年 2,175,000円

1位
ＭＩＮＩ

平均 H29年 1,887,000円

2位
３シリーズ

平均 H28年 1,666,000円

3位
Ｅクラス

平均 H28年 2,507,000円

4位
Ｓクラス

平均 H27年 6,664,000円

5位
２シリーズ

平均 R1年 2,283,000円

1位
セレナ

平均 H28年 1,292,000円

2位
ヴォクシー

平均 H28年 1,832,000円

3位
アルファード

平均 H28年 2,844,000円

4位
ノア

平均 H29年 1,980,000円

5位
シエンタ

平均 H28年 1,104,000円

1位
タント

平均 H29年 879,000円

2位
ワゴンＲ

平均 H29年 604,000円

3位
ムーヴ

平均 H26年 458,000円

4位
デイズ

平均 H30年 647,000円

5位
スペーシア

平均 H28年 770,000円

1位
プリウス

平均 H28年 1,448,000円

2位
アクア

平均 H28年 875,000円

3位
ノート

平均 H28年 776,000円

4位
フィット

平均 H27年 765,000円

5位
パッソ

平均 H29年 612,000円
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中古車輸出情報

2024年7月

Quick×ワンプライス 輸出向け成約車輌ランキング

1位
ＣＸ−５

平均年式 H28年 平均金額 1,285,000円

2位
ハリアー

平均年式 R1年 平均金額 2,201,000円

3位
ランドクルーザープラド

平均年式 R1年 平均金額 4,063,000円

4位
ＲＡＶ４

平均年式 R3年 平均金額 2,734,000円

5位
ＧＬＥ

平均年式 R1年 平均金額 5,648,000円
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Quick×ワンプライス出品成約状況

平均単価

前年7月

179,4万円

今年7月

181,1万円 平均単価

前年7月

93,2万円

今年7月

109,8万円
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2024年 7月 新車販売ランキング
乗用車 軽自動車

順位 ブランド通称名 ブランド名 台数 前年同月比 順位 ブランド通称名 ブランド名 台数 前年同月比

1 カローラ トヨタ 14622 114.3 １ Ｎ-ＢＯＸ ホンダ 16500 92.1

2 ヤリス トヨタ 11617 61.6 ２ スペーシア スズキ 13073 133.3

3 シエンタ トヨタ 11441 91.6 ３ タント ダイハツ 12576 122.6

4 ルーミー トヨタ 10003 225.6 ４ ハスラー スズキ 7501 91.6

5 ノート 日産 9000 107.7 ５ ルークス 日産 7419 184.0

6 フリード ホンダ 8442 139.7 ６ ワゴンＲ スズキ 7083 116.8

7 アルファード トヨタ 8234 266.0 ７ アルト スズキ 5535 100.3

8 セレナ 日産 7607 94.3 ８ ムーヴ ダイハツ 5083 74.8

9 ランドクルーザーＷ トヨタ 7299 129.9 ９ タフト ダイハツ 4644 276.8

10 ノア トヨタ 7052 72.4 １０ デリカミニ／ｅＫ 三菱 4600 140.2

11 プリウス トヨタ 7046 76.5 １１ ミラ ダイハツ 3705 86.1

12 ヴォクシー トヨタ 6831 78.9 １２ ジムニー スズキ 3682 107.2

13 アクア トヨタ 6298 95.8 １３ デイズ 日産 3555 82.0

14 ハリアー トヨタ 6248 106.8 １４ Ｎ-ＷＧＮ ホンダ 3190 141.7

15 ヴェゼル ホンダ 6107 147.8 １５ サクラ 日産 2169 68.3

「一般社団法人 日本自動車販売協会連合会」及び「一般社団法人 全国軽自動車協会連合会」より引用
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自動車業界トピックス

日産公式HPより引用

「キャラバン MYROOM」を発売

日産自動車株式会社は31日、昨年度に期間限定で
販売した特別仕様車「キャラバン MYROOM Launc
h edition」の標準モデルである「キャラバン MYR
OOM」を8月下旬より発売すると発表しました。

「キャラバン MYROOM」は、日常生活に追われる
中で非日常を感じ、自然に触れて安らげる空間がほ
しいお客さまに向け、自分のお気に入りの部屋ごと
自然の中に持ち込んで、リラックス（憩うこと）が
できるクルマとして開発したモデルで、これまでに
ない新たなカテゴリーのクルマです。

今回の発売にあたり、「キャラバン MYROOM Launch edition」で設定していた「GRAND プ
レミアムGX」グレードに加え、「プレミアムGX」グレードを新たにお選びいただけるようにな
りました。また、ボディカラーには、ベースモデルの「キャラバン」でご好評いただいている
「ディープフォレスト」を新たに設定し、MYROOM専用色であるサンドベージュ/ホワイト 2ト
ーンと合わせて合計5色をラインアップしています。

なお、「キャラバン MYROOM」の特徴は、Launch edition同様、下記となります。

インテリアには木目をふんだんに使い、シンプルでミニマルなデザイナーズホテルのような洗
練された趣を実現しています。ベッドとテーブルを組み合わせることで、リビングルームモード
やベッドルームモード、ダイニングルームモードと、車内を自在にアレンジいただくことが可能
です。

2列目の2 in 1シートは、用途に合わせて簡単にシートをアレンジすることが可能です。乗車移
動時には程よい硬さで乗り心地を追求し、駐車時に後部座席側に反転させて使用する際には、柔
らかなソファーのような座り心地を提供します。バックドアを開ければ、車内で自然の景色を楽
しみながらくつろぐことができます。

車中泊用のベッドは、折りたたみベッド、MYROOM跳ね上げベッド*1の2つのパターンから選
択いただけます。どちらもヘリンボーン生地を使用し、シンプルながらもリッチなクオリティを
表現しています。MYROOM跳ね上げベッドは、ワンアクションでベッド展開をすることができ、
手を放してもしなやかに倒れてきて、手を挟むことなくベッドにすることができます。折りたた
みベッドは2分割になっているため、自由なアレンジが可能です。

スライドテーブルは、お好きな位置で固定したり、取り外したりすることができ、用途に合わ
せた活用が可能です。2 in 1シートやスライドテーブルを活用することで、まるで部屋にいるか
のようなリラックスした時間をお過ごしいただけます。

エクステリアは、ブラックグリルやブラックドアハンドル、ブラックドアミラー、ブラックスチ
ールホイールなど、専用パーツを揃えることで外観の印象を引き締め、MYROOMのオリジナルな
雰囲気を演出しています。リヤクォーターウインドウとバックドアにはMYROOM専用ステッカー
を用意しました*2。

電気自動車「日産リーフ」で使用されていたバッテリーを再利用して開発した「ポータブルバッ
テリー from LEAF」*2からMYROOMに給電することで、電源のない場所においても、車内のAC 
100Vコンセントを活用いただき、部屋と同じように過ごしていただくことができます。

*1 オプション設定 *2 ディーラーオプション

主要オプション一覧

「キャラバン MYROOM」全国希望小売価格（消費税込み）
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自動車業界トピックス

日産公式HPより引用

日産自動車
自動車用自己放射冷却塗装の実証実験を公開

日産自動車株式会社は6日、夏場の直射日光による車室内温度の過度な上昇を防ぐことで、エ
アコン使用時のエネルギー消費を減らし、燃費や電費の向上に貢献する自動車用自己放射冷却塗
装の実証実験を公開しました。

日産はこれまで、カーボンニュートラルの実現に向けて電動化をはじめ、さまざまな取り組み
を推進してきました。カーボンニュートラルの実現においては、クルマの使用時におけるエネル
ギー消費を抑制する取り組みが不可欠です。今回開発した塗装は、物体の温度上昇を引き起こす
太陽光（近赤外線）を反射するだけでなく、メタマテリアル技術の活用により熱エネルギーを放
射するため、エアコンの使用を抑制しながら、涼しく快適な車内環境の提供が可能となります。

本塗装に使用している塗料は、放射冷却製品の開発を専門とするラディクール社と共同開発し
たもので、電磁波、振動、音などの性質に対し自然界では通常見られない特性を持つ人工物質
「メタマテリアル」を採用しています。今回は「熱のメタマテリアル」として、晴れた冬の夜間
から早朝にかけて起こる放射冷却と同じ現象を人工的に引き起こします。これにより、太陽光を
反射するだけでなく、クルマの屋根やフード、ドアなどの塗装面から熱エネルギーを大気圏外に
向かって放出することが可能となり、車内の温度上昇を抑制します。

開発段階において、この塗料を塗装した車両と通常塗料を塗装した車両を比較した際には、外
部表面で最大12度、運転席頭部空間では最大5度の温度低下を確認しました。これにより、炎天
下に長時間駐車していた車両への乗り込み時の不快感を軽減し、エアコンの設定温度や風量の最
適化により、燃費や電費の向上を図ることができます。

本塗装を開発した、総合研究所で先端材料・プロセス研究を担当する主任研究員の三浦 進は、
ポピュラー・サイエンス誌の2020年「Best of What‘s New Award in the auto category」を
受賞した「音響メタマテリアル」の開発も担当しており、より効率的に車内の静粛性を向上させ
る方法を長年研究してきました。本塗装の開発においては、2018年からラディクール社との共同
開発の可能性を探り、2019年にはフィルムによる冷却効果を確認しました。さらに自動車への適
用を考慮し、2021年から塗装の共同開発を進め、今回の実証実験にいたりました。

三浦は、「私の夢は、エネルギーを消費せずにより涼しい車を作り出すことです。特に電気自動
車（EV）において重要となる夏のエアコンの使用によるバッテリーの負荷を、大きく軽減できる可
能性があります。」と述べました。

メタマテリアルの技術を利用した放射冷却塗料は建築用途には使用されていますが、建築用塗装
は自動車用塗装と比較すると塗膜が非常に厚く、ローラーで塗布することを前提としており、自動
車の塗装に必要であるクリアトップコートの使用も想定されていません。そのため日産は、この塗
料を車に適用できるよう、エアスプレーでの塗布や、クリアトップコートとの親和性、日産の厳格
な品質基準など、様々な条件への対応に取り組みました。
約3年の開発期間において、三浦をはじめとした研究者が総合研究所で100以上のサンプルを作製
し、一般的な自動車塗装に用いられるエアスプレーでの塗装に成功しました。また、今回の実証実
験において、塗装の欠けや剥がれ、傷、塩害などの化学反応に対する耐性、色の一貫性、修復性に
も現時点で問題がないことも確認しました。さらに、自動車用塗装への適用として重要な要件のひ
とつである塗装膜厚においては、同等の冷却性能を確保しつつ開発当初の120µm （0.12mm）か
ら大幅な薄膜化に成功しました。現在、トラックや救急車など炎天下においての走行が多い商用車
への特装架装としての採用を検討しており、商品化に向けてさらなる薄膜化に取り組んでいます。

この塗装の効果と耐久性を検証するために日産は、羽田空港において2023年11月から1年間の
実証実験を実施しています。ラディクール社の日本法人の販売代理店を務める日本空港ビルデング
の協力により、ANAエアポートサービスが空港で日常的に使用しているNV100クリッパーバンに
当該塗料を塗装して評価を行っております。

日産は、長期ビジョン「Ambition2030」において、環境問題や社会課題、変化するお客さまの
ニーズに対応し、よりクリーンで安全、インクルーシブで持続可能な企業となることを目指し、モ
ビリティと社会の可能性を広げていきます。

日産公式動画はこちら
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オークション会場からの輸送も
個人宅への輸送もお任せ!!
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Quick×Quick 便利ツール

Quick×Quick会員なら多くの便利なサービスをご利用頂けます!!
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